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令和６年度 自己評価結果公表シート 
 
〔 片 貝 小 学 校 〕 

１ 学校の教育目標 

 

 

豊かな心と自ら学ぶ意欲をもち、何にでもチャレンジする 

                       健やかな片貝っ子の育成 

【目指す子ども像】 

～仲間と共に学び合う健やかな「かたかい」の子ども～ 

「か」 考えて、よく学ぶ子ども（自ら学ぶ意欲） 

「た」 助け合い、仲よくできる子ども（豊かな心） 

「か」 体を鍛え、よく遊ぶ子ども（健康な体） 

「い」 いつも、あいさつ、返事、そうじがきちんとできる子ども（規則正しい態度） 

 
 
 
 
２ 本年度の重点目標・特色ある取り組み 

 

 

１ 充実感・満足感を味わわせ、魅力ある学校生活を創造する。 

２ 基礎・基本の定着を図るとともに、「自ら学び、思考し、表現する力」の育成を図る。 

３ 健康・安全教育の充実を図る。 

４ 家庭・地域と連携し、信頼される学校づくりを推進する。 

５ 研修活動の充実に努める。 

６ 「不祥事根絶」「働き方改革」を常に意識し、実践に繋げる。 
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３ 具体的な評価項目の取組･達成状況 

評 価 項 目 結果 考    察 

 

目
標 

１ 

 

豊
か
な
人
間
関
係
・
基
本
的
生
活
習
慣 

①学校生活を楽しく過ごすこと
ができたか。 

Ａ 

児童の９５％、保護者の８９％が「学校生活を

楽しく送っている」に肯定的回答をしている。教

育課程が最大限に展開され、各学級の経営が順調

に行われたこと、運動会やマラソン大会・お餅つ

き、縦割り班遊び、全校かくれんぼ、学年の校外

学習等魅力的な行事が行われたためと考える。 

②いじめがなく、友だちと助け
合って生活しているか。 

Ａ 

児童の９２％が、「いじめたり、いじめられた

りすることなく、友だちと助け合って生活してい

る」と答えている。いじめのない集団作りへの取

り組みでは、定期的なアンケートの実施やスクー

ルカウンセラーの活用、教育相談週間では個別の

相談に誠意を持って適切に対応できたことで、保

護者の９０％が学校の取り組みを肯定的にとらえ

ている。しかし、児童個々を見ると、友人関係に

悩む児童も見られるため、学校全体で更に注意深

く児童の人間関係を見ていく必要がある。 

③基本的生活習慣は、身に付
いているか。 

Ａ 

「そうじ」については、黙働清掃を呼びかけ全

校で取り組んできた。９６％の児童が清掃を頑張

っていると答えている。また、「あいさつ」につ

いては、児童の肯定的回答９４％に対し、保護者

の評価は８３％と低くなっている。実際、生徒指

導委員会で挨拶ができていないという課題も挙げ

られたこともあった。各学級での指導と同時に児

童会を中心に朝のあいさつ運動を行う等、全校を

挙げての取り組みを継続していきたい。 

 

評 価 項 目 結果 考    察 

 

目
標
２ 

 

学
力
の
定
着
・
向
上 

 

①授業はわかりやすく、学習し
たことを理解することができ
たか。 

Ｂ 

 全教職員が授業力アップに努めており、ＩＣＴ

の効果的な活用が進み、「授業はわかりやすい」

と答えた児童は９６％となっている。（保護者は

７９％）しかし、児童の学習習慣の定着を尋ねる

保護者への問いでは、６６％に低下してしまうた

め、学ぶ楽しさを感じさせる工夫と、家庭学習の

充実を図るための取組を進めたい。 

②教師は一人一人に目を配り、
わかりやすい授業を心がけて
いるか。 

Ａ 

授業中の一人一人に対する支援では、９６％の

児童が、先生の励ましを感じている。保護者も、

特別な支援に関し、９１％が肯定的な評価をして

いる。継続して取り組んでいきたい。 

③授業において、学習のルー
ルが身に付いているか。 

Ａ 

 

 話の聞き方や発表の仕方等、学習ルールの徹底

については、９０％の児童が肯定的な見方をして

いる。学習のルールが定着し落ち着いた学習環境

が整えられているが、さらに児童の深い学びのた

めに、ルールの定着を図っていきたい。 
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目

標

３ 

 

健

康

・ 

安

全

教

育 

①ルールの遵守や健康・安全に
対する意識を持って生活して
いるか。 

Ａ 

 ルールの遵守について、児童・保護者ともに、

９５％を超える高い評価が見られた。健康、安全

に対する意識については、日常的指導と共に、避

難訓練、食育・歯磨き教室等、安全や健康に関す

る授業を行うことで、児童・保護者ともに９０％

を超える肯定的回答であった。児童の安全は最優

先事項である。ルールを守り安全に行動できるよ

うに、継続して指導していきたい。 

②学校は、学習しやすいように
整備されているか。 

Ａ 

 児童の９７％、保護者の９６％が「校舎内や教

室は、落ち着いて学習ができるように整えられて

いる」と肯定的回答をしている。校庭について

も、児童・保護者ともに９６％が肯定的回答をし

ている。各学級の整理、グラウンドの整備や草刈

り、樹木の伐採を行い安全で見通しの良い学校に

なるよう引き続き取り組みたい。 

目
標
４ 

 

家
庭
・
地
域 

の
連

携 

 

①積極的に情報を発信し、家庭
や地域との連携を深めている
か。 

Ａ 

 学校からの情報発信については、９９％の肯定

的回答を得ている。学校だより、学年だより、メ

ール配信等により活動の様子を積極的に発信する

事ができた。今後も、学校の方針や取り組みを伝

える機会を大切にしていきたい。 

②ＰＴＡ活動は充実している
か。 

Ｂ 

今年度は、町ＰＴＡ幹事校として運営を行っ

た。また、郡市ＰＴＡバレーボール大会では、３

位に輝いた。そのような中、９５％の保護者がＰ

ＴＡ活動の充実を感じている。一方、保護者自身

の参加意識については、６８％と低迷している。

年々低下している傾向が見られるので、呼びかけ

の工夫を図りたい。しかし、家庭の事情により参

加できない場合もあるため、相互に助け合う体

制、雰囲気を構築していきたい。 

 

４ 学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

 

結果 考      察 

Ａ 

１０項目のうちＡ評価が８項目、Ｂ評価が２項目であり、総合評価をＡとした。
本年度の重点目標達成に向けて様々な取り組みを行ってきたが、児童・保護者
の方々から一定の評価をいただいたことに感謝している。特に、保護者の方々
の本校教育活動への関心の高さと子ども達への関わりの深さがわかった。 

一方、学力の定着・向上をはじめ、各項目において否定的評価をしている児
童・保護者も少なからずいることがわかった。特に、保護者は、昨年度に引き
続き学習する習慣と読書について課題を持っている。学習する習慣に関しては
タブレットの活用等で取組を進めたが、今後効果が上がる方法について検討し
ていく必要がある。読書に関しては、読書カードを活用したり、生徒指導委員
会で課題を共有し呼びかけを行ったり、保護者による朝の読み聞かせ活動を行
ったりしたが、効果が上がっていない。より職員の意識を高めるとともに、保
護者と協力して課題に取り組めるようにしていく必要がある。 

総合評価はＡとしたが、批判的回答をしている保護者、そして、課題を抱え
ている児童がいることを忘れず、今後もより良い学校教育推進のため職員一丸
となって邁進したいと考える。 
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５ 今後の取り組み 

 

項    目 具体的な取組方法 

学力の定着 
（基礎・基本の定着） 

①わかる授業の工夫 
②個に応じた指導の推進 

③電子黒板、タブレット等のＩＣＴ機器の効果的な活用 

④スタディタイム・補習授業の充実 

⑤学力向上推進委員会の活性化 

（課題に対する具体的手立ての策定） 

⑥宿題の出し方等に関する再検討 

⑦読書活動の勧め、読書指導（家庭への協力体制作り） 

魅力のある教育活動 

①外部人材の活用 

②学校行事等の充実（運動会、マラソン大会） 

③校外学習の充実 

④朝マラソンの実施 

⑤読書タイムの充実（保護者読書会） 

⑥ロング昼休みの実施 

仲良く助け合える 

友だち関係づくり 

①全教育活動を通しての道徳教育の充実 
②幼小中の連携 

（生徒指導の充実・長欠者等の対応・特別支援教育） 
③体験活動の推進 
④縦割り班活動の継続 
⑤一人一人の児童との教育相談週間の充実 
⑥あいさつ運動の奨励 
⑦ＳＣ・ＳＳＷ・学校訪問相談員による相談活動の充実 

⑧悩み相談ボックスの活用 

 

６ 研修活動、働き方改革について 

（１） 本校は、千葉県教育委員会から令和４・５年度食育指導推進拠点校の指定を受け、
研究を進めた。そして、令和６年度は本校の課題でもある学力向上を目指して、【算
数科における「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善～協働的な学び
の充実を通して～】の研究に取り組んできた。東上総教育事務所から指導主事をお招
きし、２学級で授業展開を行った。また、若年層研修のため、３学級で希望する教科
の授業展開を行い、研究や授業内容について研修を行った。さらに、相互授業参観を
行い、それぞれの職員の良さを吸収する機会を設けた。今後も、職員の指導力向上を
図り、児童に還元できるように研修活動を充実させていきたい。 

 

（２） 働き方改革については、校長のリーダーシップのもと、仕事の効率化、削減、時間

を意識した働き方、退勤の呼びかけ等に取り組み、昨年度に引き続き職員の時間外勤

務が削減された。これにより、職員の精神的なゆとりが感じられるようになり、教育

効果も高まっている。来年度は、学校徴収金を原則口座振込とすることで、働き方改

革と合わせて、不祥事や各種問題等のリスクの軽減を図る予定である。 

 


